吹田市介護予防事業 いきいき百歳体操フォロー講座業務委託仕様書

１　業務名
　　吹田市介護予防事業 いきいき百歳体操フォロー講座業務

２　業務委託期間（履行期間）
　　令和８年９月１５日から令和１０年３月３１日まで
　　
３　いきいき百歳体操フォロー講座対象
発注者が実施するいきいき百歳体操活動支援講座終了後、１年以上継続していきいき百歳体操の活動を実施し、発注者が保有するいきいき百歳体操活動支援対象グループ台帳に掲載しているグループ。

４　業務内容
　　いきいき百歳体操フォロー講座（以下フォロー講座）に関する以下の（１）から（３）の業務を行う。

（１）グループ代表者とのフォロー講座日時調整
いきいき百歳体操フォロー講座支援対象グループ一覧表（様式１）に基づき、グループ代表者に
対して、フォロー講座の約１か月前に電話連絡を行い、派遣場所、日時、所在地、参加予定人数、
活動の状況、フォロー講座実施内容、配慮が必要な参加者の有無等、確認を行うこと。また、確認した内容については、派遣職員と情報の共有を行う。連絡調整は原則、平日の午前9時から午後5時30分の間に行うこと。
なお、いきいき百歳体操フォロー講座支援対象グループ一覧表（様式１）について、令和８年10月から12月分については、契約締結後に発注者が受注者へ手渡しするものとし、令和９年１月以降は下記のとおり簡易書留にて、発注者が受注者へ郵送する。
	フォロー講座実施予定月
	郵送予定時期

	令和８年10月～12月
	契約締結後手渡し

	令和９年１月～３月
	令和８年12月

	令和９年４月～令和10年３月
	令和９年３月



（２）フォロー講座へのリハビリ専門職等の派遣
（１）で調整し、決定した日時に基づき、グループの参加人数に応じたリハビリ専門職等を派遣する。
ア　リハビリ専門職
以下のいずれかの資格を有する者のうち、高齢者を対象とした運動指導の実務経験を１年以上
有する者とする。
理学療法士　作業療法士　健康運動指導士　介護予防運動指導員　健康運動実践指導者
介護予防主任運動指導員　第１種または第２種保健体育教員免許

イ　１回あたりの派遣人数
	参加予定人数
	20人以下
	21～40人
	41人以上

	１回あたりの派遣人数
	1人
	2人
	3人


複数人を派遣する場合、１名はリハビリ専門職とし、その他はリハビリ専門職または高齢者　を対象とした運動指導に関する基礎的知識を持つ保健師、看護師、准看護師、管理栄養士、栄養士とする。いずれも実務経験が１年以上の者とする。

ウ　年間派遣人数及び講座回数（見込み）　　
	時期
	令和８年度10月～３月
	令和９年度

	派遣人数
	176人
	236人

	講座回数
	147回
	206回


１日あたりの最大講座回数は３件までとし、最大派遣人数は４人までとする。

エ　派遣時間
　　　　　原則として午前９時から午後５時３０分までの時間帯で、１回あたり最大１００分（派遣先で
　　　　　の準備及び片付けを含む）とする。ただし、年末年始を除く。
オ　派遣場所
　　　　吹田市内のグループ活動場所
カ　派遣場所への移動手段
　　　　受注者が確保すること。車や原動機付自転車、自転車等での移動の場合の駐車場・駐輪場は有料の近隣駐車場等を使用すること。グループが活動場所にある無料の駐車場・駐輪場を提供可能な場合は、それを使用しても差し支えない。事前に確認及び依頼を行うこと。

（３）フォロー講座の運営
　　　ア　フォロー講座の内容
グループの希望に応じて、下記のいずれかの内容を実施すること。
※事前に、代表者に希望を確認している。
（ア）体操の指導のみを実施：イの（ア）、（イ）、（エ）、（オ）、希望があれば（カ）
（イ）体力測定のみを実施：イの（ウ）～（オ）
（ウ）体操の指導・体力測定の両方を実施：イの（ア）～（オ）、希望があれば（カ）

イ　フォロー講座での実施内容
（ア）いきいき百歳体操の集団指導
　　　グループが使用しているいきいき百歳体操簡易版及びスペシャル版を用いて、参加者が安全かつ効果的に体操を行うことができるよう実技指導及び助言を行うこと。
　（イ）いきいき百歳体操についての個別指導
個別の身体状況に応じた動作の方法などを指導・助言すること。
（ウ）体力測定の実施
　　　　　以下の項目の体力測定を行い、介護予防手帳（以下はつらつ元気手帳）に記録する。測定時は参加者のプライバシーに配慮し、参加者の能力が十分に発揮される環境を設定するよう努めること。
　　　【体力測定項目】　握力（左右各1回）、５回立ち上がりテスト
　（エ）派遣時間の範囲内で、高齢者の介護予防に資する助言指導
　　　　いきいき百歳体操活動の目的と効果についての説明を行う。その他、助言指導にあたって、媒体等を配付する場合は、前日までに発注者の承認を得ること。
　（オ）業務の報告
　　　　　フォロー講座終了後、グループの代表からいきいき百歳体操フォロー講座報告書兼派遣確認書（様式２）に署名を受ける。代表者が不在の場合は他の参加者の署名でもよい。その他、指定された内容について報告する。
　（カ）いきいき百歳体操スペシャル版の貸与（貸与希望グループのみ）
　　　　活動継続６か月後からは希望があればいきいき百歳体操スペシャル版に移行することができる。この場合、フォロー講座にて、いきいき百歳体操スペシャル版の指導を行い、簡易版は返却してもらう。簡易版及びスペシャル版の２種類のDVDを貸与することがないよう留
意する。

　ウ　フォロー講座運営当日に使用する物品
（ア）体操の指導のみの場合
ａ　はつらつ元気手帳（発注者が受注者へ提供）
ｂ　運動開始前の健康チェック（発注者が受注者へデータ提供）
ｃ　体調確認に必要な血圧計（必要時のみ使用）
ｄ　派遣職員が感染予防対策として使用するマスク、手指消毒薬等
ｅ　その他フォロー講座運営にあたり、受注者が必要と判断した物品
ｆ　（貸与希望グループのみ）いきいき百歳体操スペシャル版ＤＶＤ
（イ）体力測定のみを実施する場合
ａ　はつらつ元気手帳（発注者が受注者へ提供）
ｂ　運動開始前の健康チェック（発注者が受注者へデータ提供）
ｃ　体力測定実施に関する機器（ストップウォッチ、握力計等）
ｄ　記録用紙（発注者が受注者へデータ提供）及び筆記用具
ｅ　体調確認に必要な血圧計（必要時のみ使用）
ｆ　派遣職員が感染予防対策として使用するマスク、手指消毒薬等
ｇ　その他フォロー講座運営にあたり、受注者が必要と判断した物品
（ウ）体操の指導・体力測定いずれも実施する場合
　　　　　　上記（ア）（イ）に記載の物品を用意する。

※参考　（ア）～（ウ）共通
・椅子は会場に備え付けのものを使用すること。
・映像機器、おもりは各グループが準備したものを使用すること。
・いきいき百歳体操DVDは発注者がグループに貸与しているものを使用すること。

５　業務を行う上での注意事項
（１）派遣当日に対象グループ等の都合により、終了時刻が早まる可能性もあるため、グループ代表者に対し、再度当日に終了時刻と流れの確認を行うこと。
（２）当日派遣予定の専門職が従事できなくなった場合は、速やかに代替要員を手配すること。また、
グループ都合でフォロー講座当日に中止となった場合は、派遣職員が実施会場へ到着していた場合は、業務実施として計上し、実施会場へ到着していない場合は業務未実施とする。
（３）フォロー講座運営において、いきいき百歳体操以外の支援が必要と思われる参加者を把握した
　　場合は、発注者へ報告するなど、適切な支援につながるよう努めること。
（４）フォロー講座中止基準等
ア　気象警報発表時
吹田市に警戒レベル４以上の気象警報または暴風警報、大雪警報のいずれかが発表されている場合の取り扱いを以下のとおりとし、日程変更について、グループ代表者と調整すること。警戒レベル３の大雨警報の場合は、参加者や職員の安全確保ができる場合には実施できるが、グループ代表者と相談のうえ、決定すること。
台風等、警報発令の可能性が事前に予測できる場合は、グループ代表者またはグループの連絡担当者に前日に連絡する等、臨機応変に対応する
こと。　
・午前８時の時点で発表されている場合：午前の派遣を翌週以降の日程に変更
・正午の時点で発表されている場合：午後の派遣を翌週以降の日程に変更
イ　地震発生時
　　派遣予定日当日、震度５以上の地震が発生した場合は、フォロー講座の派遣を中止とする。日程
変更等については、発注者と調整する。
ウ　その他
　　　　感染症の感染拡大時など、市の感染症対策本部会議の方針に基づき、発注者の事業が中止となっ
た場合は、発注者の指示に基づき派遣を中止する。その他、参加者の安全確保のために発注者が中止する必要があると判断した場合も中止する。日程変更等については、発注者と調整する。

６　業務管理
（１）現場責任者の配置　　
　　　　本業務の実施にあたって、現場責任者１名を配置し、書面により発注者に通知すること。また、本業務を実施する体制を整え、適切に管理を行うこと。
（２）日時調整等の連絡及び事務作業の場所等の環境整備
　　　フォロー講座日時調整、報告書等作成などのための場所や必要な電話等の確保は、受注者が用意すること。
参加者からの電話連絡に対応できるよう電話窓口を設置し、契約締結後速やかに番号を発注者に提示するとともに、フォロー講座派遣にあたる事前確認の電話連絡の際にグループ代表者へも提示すること。連絡があった際には迅速に対応すること。
（３）安全管理体制
ア　高齢者の身体及び精神の健康について十分配慮すること。
イ　受注者は事故・自然災害発生時の対応を含めた安全管理マニュアルを作成し、契約締結後、速やかに発注者に提出すること。
ウ　事故等発生時は安全管理マニュアルに沿って、適切に対応すること。救急搬送を要し、同乗が必要な場合は受注者が同乗して対応すること。また、事故の概要を発注者に速やかに報告するとともに、事故報告書を作成し、発注者に提出すること。事故報告書の様式は任意とする。
エ　受注者の責任によって生じた利用者および施設等の損害（事故によるケガ等）については受注者が賠償すること。
オ　フォロー講座実施時に地震、火災等が発生した場合は、施設管理者の指示に従い対応する。
カ　状況に応じた適切な感染対策を講じること。　　
（４）助言・指導内容の質の確保
　　　フォロー講座の当日運営を行うリハビリ専門職等が統一した指導を行うよう、研修体制等を構築
すること。また、研修内容には、以下の内容を最低限取り入れること。
・いきいき百歳体操の助言・指導方法
・体力測定実施方法
・安全確保、事故防止のための支援

７　報告書等の提出方法
（１）いきいき百歳体操フォロー講座従事者報告書（様式５）
受注者は契約締結後、速やかに発注者に提出すること。
（２）提出書類について
リハビリ専門職等派遣後、１か月分を取りまとめ、翌月１０日必着で、いきいき百歳体操フォロー講座報告書兼派遣確認書（様式２）及び、いきいき百歳体操フォロー講座月次報告書（様式３）、いきいき百歳体操フォロー講座月報（様式４）を原則簡易書留にて提出すること。
【参考】提出物等 一覧
	提出書類等
	提出期限
	報告方法

	いきいき百歳体操フォロー講座報告書兼派遣確認書
（様式２）
	１か月分をとりまとめ、
翌月１０日必着
※令和１０年３月分については、当月末必着
	簡易書留
または来所

	いきいき百歳体操フォロー講座月次報告書
（様式３）
	
	

	いきいき百歳体操フォロー講座月報
（様式４）
	
	

	いきいき百歳体操フォロー講座 従事者報告書
（様式５）
	
契約締結後速やかに
	

	安全管理マニュアル（受注者作成）
	
	

	現場責任者通知書（様式６）
	
	



８　秘密の保持及び個人情報等の取り扱い
（１）受注者は本業務を通じて知り得た情報を機密情報として取り扱い、契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供してはならない。業務終了後も同様とする。
（２）受注者は、個人情報の取扱いについて、保有個人情報取扱いに係る特記事項（別記）だけでなく、関係法令等を遵守し、厳重に取り扱うものとし、個人情報の紛失、漏えいがないよう十分配慮することとする。万が一、個人情報の紛失、漏洩があった場合には速やかに発注者に報告し、発注者からの指示に基づいて対応すること。
（３）利用者の個人情報に関する書類及び電子データ等の管理については、受注者の事務所内に適切な保管場所を定め、個人情報の漏洩等がないよう、細心の注意を払う。

９　その他
（１）物品の販売その他の商行為はしないこと。
（２）発注者の許可を受けないで印刷物、ポスター等を提示しない、また、配布しないこと。
（３）特定の政治運動又は宗教活動を行わないこと。
（４）各種トラブル、苦情等には迅速かつ適切に対応することともに、速やかに発注者に報告すること。
（５）仕様書に定めのない事項又はこの仕様書に疑義が生じたときは、その都度、受注者と発注者で協議して定めるものとする。

10　担当部署
　吹田市 福祉部 高齢福祉室　支援グループ（吹田市役所 低層棟1階 151番窓口）
2

10

